






ターンにも一役買っている（前に流れようとする動きのブレーキとな
り、一定範囲内でより多くの首振りを実現）。

ブリッツMAX DR（2009年8月）

　ロングリップで、特にボディが大きいクランクベイトほど、重心移動
はデフォルトとなっている。しかしあ 
えて固定重心にすることで、アク
ションレ
スポンス
やスナッグレス性能の向上、さらにはス
タックした際の外しやすさに貢献。それでいて飛距離を損なわない
のは、O.S.Pクオリティである。

アシュラO.S.Pヴァルナ110SP（2015年2月）

　ルドラ同様、11cmミノーで初のトリプルタングステン
重心移動システムを採用した。何より、
黄金比。たとえばプラスチック
製のクランクベイトな
ら5cm台、ミノー
なら11cm台 が最も素
材との 相 性 がよく、泳ぎに優れたも
のを作りや すいという比率のことだが、それゆえのベ
ストパフォーマンスを発揮してくれる。

ラウダー70（2016年8月）

　カップ径が大きすぎないた
め、ベイトフィッシュフォルムを
キープ。カップのアッパー部を
突出させ、立ち気味の浮き姿
勢にしたことで、ボディサイズ
以上のポップ音を奏で、スプラ
ッシュを生み出す。これら機構
は空気抵抗を減らし、飛距離の
延伸にもつながった。




